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１．概要（Summary） 

プラスティックの構造体上にイオンビーム照射により導

電性 DLC 層を形成する技術開発の予備実験として、前

年度は基材上に固定したできるだけ薄い試料を用いてい

たが、イオンビーム照射時に剥離等の問題を生じたため、

今年度は自立材料である 500μmのPEIフィルムを用い

て表面硬度、トライボロジー特性を評価するためのイオン

照射DLC試料形成を試みた。高エネルギーArビーム照

射による不具合は発生せず、硬度、トライボロジー特性の

評価をおこなっている。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 ラザフォード後方散乱法（RBS）測定装置 

【実験方法】 

試料として用いたのは、500μmの PEIフィルムである。

広島大学ナノデバイス・バイオ融合科学研究所のラザフォ

ード後方散乱法（RBS）測定装置のイオン照射機能を用

いて、これらの試料を装置の試料ホルダーに直接固定し、

以下に示す条件で２度、イオンビーム照射を行った。照射

領域はφ8mm とした。 

（1回目照射）エネルギー0.3～1.0MeV Arビーム、照

射量 1.0×1014～1.0×1016/cm2、ビーム電流量 0.3μA 

（2回目照射）エネルギー0.3～1.0MeV Arビーム、照

射量 1.0×1013～1.0×1016/cm2、ビーム電流量 0.03～

0.3μA 

 第１回目照射試料は照射後返送いただき、Raman 散

乱、硬度測定、トライボ試験等をおこなった。その結果に

基づき第２回目の照射を行い、試料は評価中である。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.1 に 500μｍの PEI フィルムを 0.5MeV の Ar ビ

ームで 1.0×1014～1.0×1016/cm2 の照射量で照射した

試料の照射後の試料写真を、Fig.2にナノインデンテーシ

ョンにより押し込み深さを変えながら硬度の評価をした結

果の例を示す。照射量により硬度が変化することが明示さ

れている。しかし表面硬度は期待した値には到達しておら

ず、照射時の電流密度の影響が原因ではないかと考えら

れたので、第２回目の照射により確認中である。 

 

 

 

Fig. 1. Pictures of Ar beam irradiated 

PEI samples. 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2  Relation between displacement of probe 

and obtained hardness of Ar irradiated PEI  

samples measured with nanoindentation. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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